
道徳教育全体計画

学校教育目標 ただ この時に燃えよ －顔はひまわり、心は思いやり－

目指す生徒像
・日本国憲法 生徒の実態
・教育基本法 Study 目を輝かせて学ぶ Sport 笑顔で逆境を楽しむ
・学校教育法 ・自分から行動しようとする生徒もいるが
・秋田県学校教育の指針 Spirit 寛容で正しく優しい Smile 爽やかに挨拶できる 全体的には受け身の生徒が多い。

・潟上市の教育目標 ・自分の考えや気持ちを、人前で話すのが
苦手な生徒が多く、やや消極的である。

・「目を合わせてあいさつをする」ことを
目標として、全校で取り組んでいる。

時代や社会の要請 道徳科研究主題： 他者との対話を通して、自分を見つめ、より
よく生きようとする心を育む指導方法の工夫

・グローバル化や情報化、技術革新など 学校や地域の実態と課題
のめまぐるしい社会の変化にも対応でき
る「生きる力」を育成する。 学校の重点内容項目 ・核家族が多く、地域住民同士のつながり

が弱い。
・地域の人材を積極的に活用したり、ＰＴ
Ａ活動を充実させたりすることで、学校

学校、学級における Ａ(1)自主、自律 Ｂ(9)相互理解 Ｃ(16)郷土の伝統と文化 と保護者、学校と地域との連携を密にし
教育環境の整備計画 自由と責任 寛容 の尊重、郷土を愛する態度 ていこうとしている。

・学校全体で道徳科を核とした授業研修 教師・保護者の願い
を推進し、全教育活動を通じての道徳
教育の充実に努める。 各学年の重点内容項目 ・礼儀正しく、場にふさわしい発言や身な

り、所作のできる生徒
・「顔はひまわり 心は思いやり」を合
い言葉に、聞き手に顔を向けて聴いた ・「なりたい自分」の実現に向けて、一歩
り、他者の考えを寛容に受け止めたり Ａ(3)向上心 Ｃ(15)集団生活の充実 Ａ(4)希望と勇気 ずつでも前進しようとする生徒
する等の学習習慣の定着に努める。 個性の伸長 よりよい学校生活 克己と強い意志

・自他の言動を内省し、他者の気持ちに寄
・教室に「今月の道徳」を設置し、授業 り添える生徒
の事前事後の指導の充実を図る。

１年生の目標 ２年生の目標 ３年生の目標 ・自他のよさ、違いをそれぞれの個性とし
て受け止め、共に活動できる心の余裕を

「挑戦」 「One for all, 「PRIDE」 もつ生徒
all for one」

・挑戦する勇気をもっ ・自分と異なる個性や ・自分の夢や目標の実現 ・得意なところだけでなく、定着が不安な
て、思いや考えを表 考えを受容し、認め に向けた志望校決定 ところにも取り組む家庭学習が習慣化し
現する。 合い誰とでも別け隔 を目指す。 ている生徒

・心身ともに健康で、 てなく協力する。 ・一人一人の良さを認め
失敗から学びながら ・他者の事情や心情を 合い、温かな人間関 ・家族や地域の一員として周囲の期待を踏
たくましく成長して 推し量り、相手の立 係作りを目指す。 まえ、行動しようとする生徒
いく。 場になって行動でき ・主体的な取り組みを通

・相手の立場になって る思慮深さを身に付 して、成就感・達成 ・他人を批判して満足するよりも、自分で
物事を考える。 ける。 感を味わう 改善できる点を見付けようとする生徒

総合的な学習の時間
要としての道徳科の指導方針

表現・創作活動、職場体験やＣＳＷ等
の「天南ＧＰ」を通し、充実感をもって ○学年毎に、重点内項目に適切な時間を配当するなどして年間 特別活動
問題解決に取り組む態度を育てる。 指導計画の改善に努め、計画的に道徳の授業を実施する。

Ａ ・学級生活の充実と向上を目指し
○教師と生徒との信頼関係や生徒相互の温かい人間関係を育む て自ら諸問題を解決し、望まし

各教科 とともに、生徒が自己への問いかけを深め、未来に夢や希望 学級 い人間関係を築こうとする主体
をもてるようにする。 活動 的な態度や健全な生活態度を育

日本語の美しさや文学の奥深さ てる。

国 に触れることを通して、我が国伝 ○各教科等や体験活動等との関連をもたせたり、複数の教職員
語 統や文化などを尊重し、大切にし や家庭、地域社会の協力を得たりするなど、多様な指導を工 Ｂ ・学校生活の充実と向上のために

ていこうとする心情を育む。 夫する。 生徒会 諸問題を話し合い、協力してそ

活動 の解決を図ろうとする自主的・
人々が社会の問題と向き合い、 実践的な態度を育てる。

社 助け合いながら根気強く課題解決

会 に取り組むことの大切さを学び、 Ｃ ・集団への所属感や連帯感を深め
社会貢献しようと心情を育む。 特色ある教育活動や 学校 公共の精神を養い、協力して学

豊かな体験活動における指導との関連 行事 校生活を充実・発展させようと
ものごとを順序立てて考えてい する態度を育てる。

数
く能力や、既得の考え方を活用し ○道徳についての研究の成果をまとめた「Ｔｈｅ天南道徳」を

学
課題解決する態度を養う。 を共通理解し、基本的な指導については共通実践する。

理 自然を愛し、自然に感動する豊 ○「ローテーション道徳」を取り入れ、学年部の教職員が全て 日常生活における指導や
科 かな心や生命を尊ぶ態度を養う。 の学級をローテーションで指導し、生徒たちが指導者の多様 生徒指導との関連

な価値観に触れることができるようにする。
協力して合唱(合奏)を作り上げ ・互いのよさや個性を尊重し、認め合える

音
ていく成就感を味わわせ、豊かな ○開校以来、重点としてきた環境教育や福祉教育、天南ソーラ 支持的な風土を創り上げる。

楽
感性を育む。 ンなどの表現活動を道徳教育の視点で見直し、それらの取組 ・「信じて、見守り」「認めて、ほめて、

の意義を再確認する。 励ます」指導を重ねることにより、自治
発想したことを形にする発想力 の精神を養い、自己肯定感を育む。

美
や想像力、作品を完成させていく

術
粘り強さなどを養う。

保 仲間を尊重し、認め合い、協力 道徳教育の基盤づくり
体 し合う態度を養う。

技 生活や社会の中から課題を見つ 学区内の小学校との連携 家庭・地域社会との連携
・ け、課題を解決し、実践しようと

家 する態度を養う。 ・学区内の２校の小学校との情報交換を密にし、生徒の実態を把握する。 ・道徳教育についての情報を家庭に周知し
・相互授業参観や互いの授業研修会への参加するなど、情報交換などを行 連携を図って指導や支援に当たる。

外 世界の中の日本人としての自覚 うことを通して、児童生徒の発達段階に応じた系統的・計画的な指導に ・福祉施設や支援学校などとの交流活動等

国 をもち、日本や外国の言語や文化 ついて共通理解を図り、共通実践を重ねる。 を通して実感を伴う学習を展開する。。

語 に対する理解を深めようとする態
度を育てる。


